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2012 年 11月 20日（火）	 
オープニングセッション	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 台風）	 
顕著現象（座長:	 榎本	 剛）13:45–15:00	 
13:45–14:00	 環境条件の診断による局地豪雨の発生予測の可能性について	 
竹見	 哲也（京大	 防災研）・野村	 昇平・草川	 敬之	 
14:00–14:15	 2010年パキスタン洪水をもたらした豪雨のダウンスケーリング再現実験	 
牛山	 朋來（土木研	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 理）・中村	 尚・西井	 和晃・宮坂	 貴文・吉田	 聡	 
11:15–11:30	 MIROCにおける雲の海面水温変化に対する応答の評価	 
出本	 哲（東大	 大気海洋研）・渡部	 雅浩・釜江	 陽一	 
11:30–11:45中緯度対流圏の昇温に対する熱帯海面水温の影響	 
小林	 ちあき（気象研	 気候）	 
11:45–12:00高緯度の温暖化がENSOに与える影響	 
山崎	 邦子（東大	 大気海洋研）・渡部	 雅浩	 
熱帯（座長:	 山口	 宗彦）13:15–14:00	 
13:15-13:30台風状況下における初期値と海面交換係数の同時最適化	 
伊藤	 耕介（海洋研究開発機構）・川畑	 拓矢・本田	 有機・加藤	 輝之・石川	 洋一・淡路	 敏之	 
13:30–13:45北インド洋ベンガル湾で発生する熱帯低気圧とアジアジェット上のロスビー波列の関係	 
平田	 英隆（九大院	 理）・川村	 隆一	 
13:45–14:00太平洋	 (WP)	 パターンの特徴と形成メカニズム	 




岩崎	 俊樹（東北大	 理）・庄司	 貴成・沢田	 雅洋・氏家	 将志	 
14:45–15:00温位座標による冬季北半球の寒気流出の解析	 ～変動特性～	 
庄司	 貴成（東北大	 理）・岩崎	 俊樹	 
14:30–14:45	 2011/2012年冬のユーラシア大陸の低温と大気循環の特徴	 
大野	 浩史（気象庁	 気候情報課）・田中	 昌太郎・竹村	 和人	 
15:00–15:15	 2012年盛夏期における日本の高温と大気循環の特徴	 
竹村	 和人（気象庁	 気候情報課）・大野	 浩史・田中	 昌太郎	 
15:15–15:30	 Transpose-AMIPの応用による気候システムの速い応答プロセスの解明	 
釜江	 陽一（東大	 大気海洋研）・渡部	 雅浩	 
15:30–15:45温暖化影響評価：	 Detection	 and	 Attribution	 (DA)からEvent	 Attribution	 (EA)へ	 
渡部	 雅浩（東大・大気海洋研）・塩竈	 秀夫・今田	 由紀子・森	 正人・石井	 正好・木本	 昌秀	 
鉛直結合（座長:	 水田	 亮）16:00-17:15	 
16:00–16:15成層圏惑星規模波の下方伝播が北太平洋ブロッキングの形成に及ぼす影響	 
向川	 均（京大	 防災研）・小寺	 邦彦・藤井	 晶	 	 
16:15–16:30熱帯成層圏昇温に伴う対流活動の急変	 
小寺	 邦彦（名大	 太陽地球環境）・江口	 菜穂・那須野	 智江	 
16:30–16:45成層圏突然昇温前後の中間圏循環の変動	 
飯田	 千尋（九大	 理）・廣岡	 俊彦・江口	 菜穂	 
16:45–17:00種々のデータに現れた赤道準2年振動の変化	 
河谷	 芳雄（海洋研究開発機構）・Kevin	 Hamilton	 
17:00–17:15地球温暖化が赤道準二年振動に及ぼす影響について:	 
柴田	 清孝（気象研	 環境応用）・出牛	 真	 
2012 年 11月 22日（木）	 
長期予測（座長:	 小守	 信正）9:15–10:30	 
9:15–9:30	 WWRP-THORPEX/WCRP	 Subseasonal	 to	 Seasonal	 Prediction	 Project	 の紹介	 
高谷	 祐平（気象庁	 気候情報課）	 
9:30–9:45夏の循環場の季節予測可能性について	 
 	 
森	 正人（東大・大気海洋研）・今田	 由紀子・塩竈	 秀夫・渡部	 雅浩・石井	 正好・木本	 昌秀	 
9:45-10:00	 Utilization	 of	 a	 high-resolution	 rain-gauge	 based	 precipitation	 product	 and	 TRMM	 product	 for	 an	 improvement	 
of	 the	 seasonal	 forecast	 of	 the	 Asian	 summer	 monsoon	 
Akiyo	 Yatagai（京大	 生存圏研）・T.	 N.	 Krishnamurti・Vinay	 Kumar・Akhilesh	 Mishra	 
10:00–10:15	 MIROC5を用いた季節予測システムによる２タイプのエルニーニョの予測可能性	 
今田	 由紀子（東工大・情報理工）・木本	 昌秀・石井	 正好・渡部	 雅浩・望月	 崇・	 
建部	 洋晶・坂本	 天・小室	 芳樹・塩竈	 秀夫・近本	 善光・森	 正人・荒井	 美紀	 
10:15–10:30	 気象庁ＨＰ「海洋の健康診断表」の北太平洋十年規模変動の診断の更新について	 
成井	 昭夫（気象庁	 気候情報課）	 
将来変化（座長:	 今田	 由紀子）10:45–12:00	 
10:45–11:00北太平洋十年規模気候変動の長期変調	 
宮坂	 貴文（東大	 先端研）・中村	 尚・田口	 文明・野中	 正見	 
11:00–11:15梅雨・秋雨の対比と気候モデルによる再現性と将来変化	 
西井	 和晃（東大	 先端研）・中村	 尚	 
11:15–11:30	 CMIP5マルチモデルにおける温暖化時の冬季の強い低気圧の増加	 
水田	 亮（気象研	 気候）	 
11:30–11:45	 CMIP5マルチ気候モデルを用いた日本付近の季節進行の将来変化予測	 
原田	 昌（気象庁	 気候情報課）・平原	 翔二・大野	 浩史・	 
萩谷	 聡・村井	 博一・及川	 義教・前田	 修平	 
11:45–12:00マルチ気候モデルおよび物理パラメータアンサンブルの信頼性評価	 
横畠	 徳太（環境研・地球環境）・J.	 D.	 Annan・M.	 Collins・C.	 S.	 Jackson・塩竃	 秀夫・	 










研 究 集 会 参 加 者 名 簿(報告用) 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［研究代表者］ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 氏	 	 名 中村 誠臣 
 
氏	 	 名 所	 	 	 	 	 属 職	 名	 (学生の場合該当する項目に○印) 備	 考 
吉田	 裕一	 ウェザーニューズ	 職員	 	  
田口	 正和	 愛知教育大学	 准教授	 	  
大谷	 和男	 岡山大学大学院	 大学院生	 博士	  
小守	 信正	 海洋研究開発機構	 主任研究員	 	  
吉田	 聡	 海洋研究開発機構	 研究員	 	  
河谷	 芳雄	 海洋研究開発機構	 主任研究員	 	  




吉田	 裕一	 ウェザーニューズ	 職員	 	  
田口	 正和	 愛知教育大学	 准教授	 	  




出牛	 真	 気象研究所	 研究官	 	  
柴田	 清孝	 気象研究所	 室長	 	  
吉田	 康平	 気象研究所	 研究官	 	  
小林	 ちあき	 気象研究所	 主任研究官	 	  
水田	 亮	 気象研究所	 研究官	 	  
遠藤	 洋和	 気象研究所	 研究官	 	  
黒田	 友二	 気象研究所	 主任研究官	 	  
石井	 正好	 気象研究所	 主任研究官	 	  
山口	 宗彦	 気象研究所	 研究官	 	  
 	 
中村	 誠臣	 気象研究所	 部長	 	  
村崎	 万代	 気象研究所	 主任研究官	 	  
石田	 信浩	 気象工学研究所	 部長代理	 	  
隈	 健一	 気象庁	 参事官	 	  
平原	 翔二	 気象庁	 技官	 	  
安井	 壮一郎	 気象庁	 技官	 	  
高谷	 祐平	 気象庁	 技官	 	  
成井	 昭夫	 気象庁	 技官	 	  
大野	 浩史	 気象庁	 技官	 	  
竹村	 和人	 気象庁	 技官	 	  
山口	 春季	 気象庁	 技官	 	  
原田	 昌	 気象庁	 技官	 	  
稲葉	 守生	 気象庁	 技官	 	  
梅津	 浩典	 気象庁	 技官	 	  




特定研究員	 	  
Xu	 Xinghan	 京都大学大学院	 工学研究科	 研究生	 修士	  
妹尾	 賢	 京都大学大学院	 工学研究科	 大学院生	 修士	  
谷田貝	 亜紀代	 京都大学	 生存圏研究所	 特任准教授	 	  
大井川	 正憲	 京都大学	 生存圏研究所	 大学院生	 修士	  
藤井	 晶	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
井口	 敬雄	 京都大学	 防災研究所	 助教	 	  
竹見	 哲也	 京都大学	 防災研究所	 准教授	 	  
榎本	 剛	 京都大学	 防災研究所	 准教授	 	  
宮地	 哲朗	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
 	 
向川	 均	 京都大学	 防災研究所	 教授	 	  
中田	 淳子	 京都大学	 防災研究所	 研究員	 	  
高村	 奈央	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
草川	 敬之	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
草野	 直人	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
坪井	 彩	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
遠藤	 寛也	 京都大学	 防災研究所	 大学院生	 修士	  
林	 泰一	 京都大学	 防災研究所	 准教授	 	  
野口	 俊佑	 京都大学大学院	 理学研究科	 大学院生	 修士	  
余田	 成男	 京都大学大学院	 理学研究科	 教授	 	  
石岡	 圭一	 京都大学大学院	 理学研究科	 准教授	 	  
内藤	 陽子	 京都大学大学院	 理学研究科	 助教	 	  
江口	 菜穂	 九州大学	 助教	 	  
廣岡	 俊彦	 九州大学	 教授	 	  
飯田	 千尋	 九州大学	 大学院生	 修士	  
平田	 英隆	 九州大学	 大学院生	 修士	  
村田	 文絵	 高知大学	 講師	 	  
横畠	 徳太	 国立環境研究所	 研究員	 	  
鈴木	 はるか	 三重大学	 大学生	 学部	  
古田	 仁康	 三重大学	 大学生	 学部	  
谷口	 佳於里	 三重大学	 大学生	 学部	  
平野	 穂波	 三重大学	 大学生	 学部	  
大鹿	 美希	 三重大学	 大学院生	 修士	  
立花	 義裕	 三重大学	 教授	 	  
緒方	 香都	 三重大学	 大学院生	 博士	  
 	 
大富	 裕里子	 三重大学	 大学院生	 修士	  
安藤	 雄太	 三重大学	 大学院生	 修士	  
西川	 はつみ	 三重大学	 大学院生	 博士	  
坂井	 大作	 首都大学東京	 特任研究員	 	  
菅本	 智之	 神戸大学	 大学院生	 修士	  
安富	 奈津子	 総合地球環境学研究所	 特任助教	 	  
大庭	 雅道	 電力中央研究所	 主任研究員	 	  
牛山	 朋來	 土木研究所	 専門研究員	 	  
今田	 由紀子	 東京工業大学	 研究員	 	  
田中	 翔	 東京大学	 大学院生	 修士	  
宮坂	 貴文	 東京大学	 ポスドク研究員	 	  
升永	 竜介	 東京大学	 大学院生	 修士	  
西井	 和晃	 東京大学	 助教	 	  
岡島	 悟	 東京大学	 大学院生	 修士	  
小川	 	 史明	 東京大学	 大学院生	 博士	  
中村	 尚	 東京大学	 教授	 	  
Ning	 Shi	 東京大学	 研究員	 	  
釜江	 陽一	 東京大学	 特任研究員	 	  
森	 正人	 東京大学	 特任研究員	 	  
出本	 哲	 東京大学	 大学院生	 修士	  
山崎	 邦子	 東京大学	 特任研究員	 	  
渡部	 雅浩	 東京大学	 准教授	 	  
庄司	 貴成	 東北大学	 大学院生	 修士	  
岩崎	 俊樹	 東北大学	 教授	 	  
川口	 真優子	 同志社大学	 大学院生	 修士	  
 	 
伊藤	 宏記	 日本気象株式会社	 職員	   
桜井	 渓太	 日本気象株式会社	 職員	   
稲津	 將	 北海道大学	 准教授	   
小寺	 邦彦	 名古屋大学	 客員教授	   
山浦	 剛	 理化学研究所	 特別研究員	   
廣田	 勇	 	 名誉教授	   
	 
